
白
や
紅
、
濃
い
ピ
ン
ク
な
ど

早
咲
き
の
桜
や
梅
が
次
々
と
花
開
き

ど
こ
よ
り
も
逸
早
く

春
が
訪
れ
る
熱
海
、
伊
豆
。

う
ら
ら
か
な
春
の
海
を
眺
め
な
が
ら

優
雅
な
特
急
列
車
に
乗
り

訪
れ
た
町
な
ら
で
は
の
伝
統
文
化
や

ご
当
地
の
味
、
お
土
産
さ
が
し
な
ど
、

心
躍
る
彩
り
豊
か
な
旅
を
楽
し
ん
だ
。
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梅
の
香
り
、
朱
く
華
や
ぐ
雛
に

     
早
春
の
訪
れ
を
感
じ
て

　

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
一
年
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
花
が
旅
人
を
迎
え
て
く
れ
る
町
・
熱

海
。
目
指
す
目
的
地
は
、
全
国
有
数
の
早
咲
き

梅
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
「
熱
海
梅
園
」
だ
。

市
街
地
の
西
側
に
広
が
る
な
だ
ら
か
な
斜
面
に

は
、
樹
齢
１
０
０
年
を
超
え
る
古
木
を
含
め
、

60
品
種
４
６
９
本
も
の
梅
の
木
が
根
を
張
り
、

早
咲
き
、
中
咲
き
、
遅
咲
き
と
、
時
期
を
ず
ら

し
て
開
花
す
る
た
め
花
が
途
切
れ
ず
、
馥
郁
た

る
香
り
を
漂
わ
せ
咲
き
誇
る
。
３
月
上
旬
ま
で

開
か
れ
て
い
る
「
熱
海
梅
園
梅
ま
つ
り
」
で
は
、

足
湯
や
出
店
の
ほ
か
、
甘
酒
の
ふ
る
ま
い
（
日

祝
）
も
あ
り
体
も
ぽ
か
ぽ
か
温
ま
る
。
園
内
に

は
「
梅
園
五
橋
」
と
よ
ば
れ
る
趣
あ
る
5
つ
の

橋
が
か
け
ら
れ
、
紅
白
の
梅
と
と
も
に
写
真
撮

影
に
適
し
た
ア
ン
グ
ル
を
探
す
の
も
楽
し
い
。

　

町
の
中
心
部
を
流
れ
る
糸
川
、
こ
の
遊
歩
道

沿
い
に
咲
く
「
あ
た
み
桜
」
も
熱
海
の
春
の
代

名
詞
。
1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
、
濃
い
ピ
ン

ク
色
の
花
を
つ
け
る
イ
ン
ド
原
産
の
寒
桜
で
、

花
を
長
く
楽
し
め
る
の
が
特
徴
だ
。2
月
6
日（
日
）

ま
で
桜
ま
つ
り
も
開
か
れ
、
多
彩
な
催
し
や
出

店
、
夜
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
楽
し
め
る
。

　

熱
海
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
う
一
つ
の

「
花
」
と
い
え
る
の
が
、
多
く
の
要
人
や
文
化
人

を
も
て
な
し
て
き
た
芸
妓
文
化
で
あ
ろ
う
。
芸

妓
が
所
属
す
る
置
屋
は
50
を
数
え
、
初
川
沿
い

に
佇
む
芸
妓
見
番
（
置
屋
の
組
合
）
で
は
毎
週

土
日
、
熱
海
芸
妓
が
艶
や
か
に
舞
う
「
華
の
舞
」

を
観
覧
で
き
る
。
息
の
合
っ
た
立た

ち

方か
た

（
踊
り
手
の

芸
妓
）、
地じ

方か
た

（
三
味
線
な
ど
の
演
奏
）
も
実
に

見
事
で
、
夢
の
よ
う
な
世
界
に
誘
っ
て
く
れ
る
。

　

梅
、
桜
、
芸
妓
、
熱
海
な
ら
で
は
の
〝
華
〟

を
堪
能
し
た
後
は
伊
豆
へ
。
愛
ら
し
い
つ
る
し

雛
や
圧
巻
の
早
咲
き
桜
が
待
っ
て
い
る
。

白やピンクの濃淡など花々が重なり合うさまが美しい「熱海梅園」。例年２月中旬に梅園全体の見ごろを迎える。

粋な芸妓文化を観覧できる
芸妓見番。「華の舞」は土日11
時からの30分間。大人1人
1,800円。

糸川沿いでは57本の「あたみ
桜」が花開く。同じ枝に早咲
き、遅咲きの花芽ができるた
め開花期間が長い。 早

咲
き
の
梅
桜
、

芸
妓
の
舞
が
魅
了
す
る

2ミスモリッシュ | 2022 早春号



稲取独自の和細工を赤い糸でつないで飾るつるし飾
り。モチーフは約40種類あり、伝統を守りながら100
年以上受け継がれてきた。

脂のりがよく味も濃い「稲取キンメ」をはじめ、水揚げ
されたばかりの新鮮な地魚を舟盛りで。

神秘的な光の道、ムー
ンロード。この光に祈
りを託せば、願いがか
なうともいわれる。

　

熱
海
を
後
に
向
か
っ
た
の
は
東
伊
豆
。
首
都

圏
か
ら
伊
豆
に
行
く
な
ら
、
観
光
特
急
「
サ

フ
ィ
ー
ル
踊
り
子
」
が
お
す
す
め
だ
。
サ
フ
ィ
ー

ル
は
「
サ
フ
ァ
イ
ヤ
」
を
意
味
す
る
仏
語
で
、
青

く
輝
く
伊
豆
の
海
と
空
に
宝
石
の
サ
フ
ァ
イ
ヤ

を
重
ね
命
名
さ
れ
た
。
全
車
両
グ
リ
ー
ン
席
で

上
質
な
シ
ー
ト
を
備
え
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
車

窓
か
ら
伊
豆
の
自
然
を
眺
め
な
が
ら
移
動
が
で

き
る
。
よ
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
で
過
ご
せ
る

個
室
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
グ
ル
ー
プ
に
最
適
だ
。

　

各
地
に
温
泉
が
湧
き
、
見
ど
こ
ろ
あ
ふ
れ
る

東
伊
豆
で
春
と
い
え
ば
、
稲
取
温
泉
の
「
雛
の

つ
る
し
飾
り
」
が
有
名
だ
。
そ
の
起
源
は
定
か

で
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
後
期
、
裕
福
な
家
庭

で
し
か
飾
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
雛
人
形
の

代
わ
り
に
、
古
い
着
物
の
端
切
れ
な
ど
を
使
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
モ
チ
ー
フ
の
雛
を
作
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
。
福
や
不
苦
労
に

か
け
た
ふ
く
ろ
う
、
女
性
の
お
守
り
と
さ
れ
る

ほ
お
づ
き
、
滋
養
が
あ
り
厄
払
い
の
効
が
あ
る

と
さ
れ
る
柿
な
ど
、
小
さ
な
雛
の
一
つ
ひ
と
つ

に
子
や
孫
の
健
康
と
幸
せ
を
願
う
心
が
込
め
ら

れ
、
こ
ち
ら
ま
で
温
か
い
気
持
ち
に
な
る
。
3

月
末
ま
で
、
文
化
公
園
雛
の
館
を
中
心
に
「
雛

の
つ
る
し
飾
り
ま
つ
り
」
が
催
さ
れ
、
特
定
日

の
夜
に
は
情
緒
あ
ふ
れ
る
花
火
が
打
ち
上
が

り
、
町
も
一
気
に
華
や
ぐ
。

　

東
伊
豆
で
は
満
月
の
前
後
の
数
日
間
、
月
の

光
が
海
面
を
照
ら
す
一
本
の
道
、
ム
ー
ン
ロ
ー

ド
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
東
伊
豆
に
宿
を

と
っ
た
。
地
元
名
物
で
あ
る
一
本
釣
り
の
金
目

鯛
「
稲
取
キ
ン
メ
」、
伊
勢
海
老
や
あ
わ
び
な

ど
の
新
鮮
魚
介
も
大
き
な
楽
し
み
。
キ
ン
メ
の

舟
盛
り
な
ど
、
鮮
度
抜
群
の
海
鮮
料
理
を
堪
能

し
、
波
音
を
背
景
に
神
秘
的
な
月
の
道
を
眺
め
、

身
も
心
も
癒
や
さ
れ
こ
の
日
を
終
え
た
。

2020年春から登場した「サフィール踊り子」。１号車は
１＋１列の独立した座席でくつろげるプレミアムグリー
ン、４号車はカフェテリア。

伝
統
飾
り
と
海
の
幸

月
の
道
を
愉
し
む
東
伊
豆

東伊豆町では、観光協会・旅館組合加盟の宿に宿泊、
または大型観光施設を利用した人に、先着で1,000円
のお買い物クーポンを進呈。2月末まで開催予定。
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暖
か
な
陽
光
の
中
で
咲
き
誇
る

     
薄
紅
色
の
早
咲
き
桜
に
会
い
に

川の両岸に満開の花を咲かせる河津桜。
桜まつりは上流の峰大橋から7つの橋
を経て今井浜まで広範囲にわたる。

種類の豊富さに驚くカー
ネーション見本園。品種
ごとに香りも異なる。

町の特産品がそろう河津桜観光交流館。わ
さび漬けや地元農家の新鮮野菜、海の幸、
切り花など幅広い品が並ぶ。

車窓からの海の景色も伊豆ならでは。サフィール踊り子は、1～4名用、1～6名用
の２タイプの個室がある。

河
津
川
沿
い
を
め
ぐ
り

桜
ま
つ
り
を
堪
能

　

東
伊
豆
の
次
に
訪
れ
た
の
は
、
隣
町
の
河
津
。

河
津
の
春
と
い
え
ば
河
津
桜
。
２
月
上
旬
ご
ろ

か
ら
咲
き
始
め
る
河
津
桜
は
、
日
本
固
有
種
の

大
島
桜
と
寒
緋
桜
の
自
然
交
配
に
よ
る
も
の
と

さ
れ
、
大
輪
で
早
咲
き
、
淡
紅
色
の
花
が
約
一

カ
月
に
わ
た
り
咲
き
続
け
る
。
河
津
川
沿
い
、

約
４
km
に
わ
た
り
続
く
桜
は
約
８
５
０
本
。
広

い
空
と
川
の
青
、
そ
こ
に
連
な
る
帯
の
よ
う
な
、

桜
の
濃
い
ピ
ン
ク
が
織
り
成
す
パ
ノ
ラ
マ
は
圧

巻
。
川
に
か
か
る
橋
の
上
か
ら
見
下
ろ
し
た
り
、

川
縁
に
降
り
て
見
上
げ
た
り
、
角
度
が
変
わ
る

と
趣
も
ま
た
変
わ
り
、
美
し
く
映
え
る
写
真
が

撮
れ
る
。
２
月
い
っ
ぱ
い
開
か
れ
る
「
河
津
桜

ま
つ
り
」
で
は
、
出
店
販
売
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
行
わ
れ
、
春
の
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
。
桜
並

木
近
く
に
は
、
町
営
の
日
帰
り
温
泉
や
峰
温
泉

噴
湯
公
園
な
ど
も
あ
り
、
合
わ
せ
て
回
る
の
も

お
す
す
め
だ
。

　

河
津
は
ま
た
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
生
産
が

盛
ん
な
町
。
桜
ま
つ
り
の
会
場
内
に
位
置
す
る

「
か
わ
づ
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
見
本
園
」
で
は
、

市
場
に
出
回
っ
て
い
な
い
品
種
を
は
じ
め
、
約

３
７
６
品
種
、
約
１
万
４
０
０
０
株
も
の
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
間
近
で
見
ら
れ
る
。
新
品
種
の

開
発
や
栽
培
研
究
な
ど
を
行
う
施
設
の
た
め
、

普
段
は
非
公
開
だ
が
、
桜
ま
つ
り
期
間
中
は
一

般
見
学
が
可
能
。
数
量
限
定
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
を
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

見
本
園
か
ら
歩
い
て
す
ぐ
の
「
河
津
桜
観
光

交
流
館
」
も
訪
れ
た
。
町
の
観
光
案
内
所
を
兼

ね
た
施
設
に
は
売
店
が
併
設
さ
れ
、
地
元
で
採

れ
た
新
鮮
野
菜
や
柑
橘
類
、
海
産
物
に
生
花
、

わ
さ
び
な
ど
、
町
の
特
産
物
が
ず
ら
り
と
並
び
、

ち
ょ
っ
と
し
た
道
の
駅
の
よ
う
。
旅
の
お
土
産

探
し
に
最
適
だ
。
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のどかな里山風景が広がる青野川沿いを、河津桜と菜の花があでやかに彩る。桜まつり期間中は、お花見人力車もお目見え。

彩
り
豊
か
な
川
辺
を
歩
き

温
泉
メ
ロ
ン
に
舌
鼓

　

河
津
を
後
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
静
岡
県
最

南
端
、
南
国
ム
ー
ド
漂
う
伊
豆
急
下
田
駅
。
こ

こ
か
ら
東
海
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
南
西
に
約
20

分
走
る
と
到
着
す
る
の
が
、
南
伊
豆
町
の
下
賀

茂
温
泉
だ
。
旅
の
目
的
は
、「
み
な
み
の
桜
と

菜
の
花
ま
つ
り
」（
２
月
１
日
～
３
月
10
日
）。

町
の
中
心
を
ゆ
る
や
か
に
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ

る
青
野
川
、
川
沿
い
の
土
手
に
は
約
８
０
０
本

も
の
河
津
桜
と
菜
の
花
が
花
開
き
、
一
面
ピ
ン

ク
と
黄
色
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
。
川
と
遊

歩
道
の
間
に
は
柵
が
な
く
、
土
手
の
斜
面
も
な

だ
ら
か
で
、
よ
り
自
然
に
近
い
情
景
を
楽
し
み

な
が
ら
散
策
で
き
る
。
枝
ぶ
り
の
低
い
桜
の
下

は
、
ま
る
で
桜
の
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
。
青
空
に

桜
と
菜
の
花
が
映
え
る
日
中
も
美
し
い
が
、
薄

暮
の
時
間
も
ま
た
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
。
ま
つ
り
期

間
中
は
一
部
の
桜
並
木
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
匠
を
施
し
た
、
幻
想
的
な

竹
灯
り
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
時
間
が
許
せ

ば
、
下
賀
茂
温
泉
で
ぜ
ひ
一
泊
し
て
み
た
い
。

　

ま
つ
り
会
場
の
中
心
と
な
る
道
の
駅
「
下
賀

茂
温
泉 

湯
の
花
」
に
は
、
地
場
産
品
の
直
売

所
が
あ
り
、
お
土
産
探
し
に
ぴ
っ
た
り
。
お
弁

当
や
パ
ン
な
ど
も
売
ら
れ
て
い
る
の
で
、
お
花

見
を
し
な
が
ら
食
べ
る
の
も
い
い
。
名
前
に
ひ

か
れ
て
購
入
し
て
み
た
の
は
温
泉
メ
ロ
ン
。「
温

泉
メ
ロ
ン
」
は
、
大
正
時
代
か
ら
下
賀
茂
温
泉

の
地
熱
を
利
用
し
て
温
室
栽
培
さ
れ
て
い
る
、

町
の
名
産
品
。
糖
度
が
高
く
み
ず
み
ず
し
い
味

わ
い
が
特
徴
で
、
直
売
所
の
み
で
販
売
さ
れ
て

い
る
希
少
な
品
種
だ
と
い
う
。

　

暖
か
な
日
差
し
と
海
山
を
近
く
に
感
じ
な
が

ら
め
ぐ
っ
た
熱
海
、
伊
豆
。
咲
き
薫
る
花
々
や
、

そ
の
町
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
、
名
産
の
味
、
そ

の
す
べ
て
が
鮮
明
に
心
に
刻
ま
れ
、
ま
た
ぜ
ひ

訪
れ
た
い
、
そ
う
思
え
る
旅
だ
っ
た
。

道の駅と銀の湯橋付近
では、竹による和のイル
ミネーションと夜桜がコ
ラボする「みなとの夜桜
と竹灯り」を毎日開催。

ジューシーで、とろけるよ
うな甘さが楽しめる「温泉
メロン」。町内にはこのメ
ロンを使った和洋菓子を
味わえる店も。

南伊豆町では、宿泊者に4,000円補
助＆2,000円のお買い物クーポン
進呈を実施。2/1（火）から開催。
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伊
豆
の
隠
れ
家
的
な
美
術
館
で

          
花
か
お
る
絵
画
を
愉
し
む

　

伊
豆
の
旅
の
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
お

す
す
め
し
た
い
の
が
、
桜
咲
く
河
津
か
ら
車
で

約
20
分
、
伊
豆
・
下
田
の
里
山
に
ひ
っ
そ
り
と

佇
む
「
上
原
美
術
館
」
だ
。
収
蔵
品
の
中
核
を

な
す
の
は
、
大
正
製
薬
名
誉
会
長
の
上
原
昭
二

氏
が
集
め
た
近
代
絵
画
と
、
そ
の
両
親
が
蒐
集

し
た
仏
教
美
術
。
そ
こ
に
は
、個
人
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
独
特
の
穏
や
か
さ
と
や
さ
し
さ
が
あ
ふ
れ
て

い
る
。

　

西
洋
近
代
絵
画
を
収
蔵
・
展
示
す
る
近
代
館

で
は
現
在
、
季
節
に
合
わ
せ
た
上
原
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
名
品
選
「
花
か
お
る
絵
画
」（
1
月
22

日
～
4
月
17
日
、
会
期
中
無
休
）
を
開
催
中
だ
。

日
本
の
芸
術
は
古
来
よ
り
、
花
の
香
り
に
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
花
々
の
香

り
を
想
像
し
て
み
る
と
、
絵
画
に
も
そ
れ
ま
で

に
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
世
界
が
あ
ら
わ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
象
徴
主
義
の
画
家
、
オ
デ
ィ
ロ
ン
・

ル
ド
ン
に
よ
る
《
花
瓶
の
花
》
は
、
ア
ネ
モ
ネ

を
は
じ
め
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
そ

れ
ら
の
香
り
を
想
像
す
る
と
、
ル
ド
ン
が
描
き

出
す
幻
想
的
な
世
界
へ
と
引
き
込
ま
れ
る
。
印

象
派
の
画
家
カ
ミ
ー
ユ
・
ピ
サ
ロ
が
描
く
《
エ

ラ
ニ
ー
の
牧
場
》
で
は
、
の
ど
か
な
牧
草
地
に

広
が
る
リ
ン
ゴ
の
花
の
甘
い
香
り
が
漂
っ
て
く

る
よ
う
。
伊
豆
の
花
々
を
愛
で
た
後
に
、
画
家

た
ち
が
描
き
出
す
花
の
世
界
を
楽
し
め
ば
、
よ

り
心
に
深
く
残
る
旅
に
な
る
に
違
い
な
い
。

　

幅
広
い
仏
教
美
術
に
ふ
れ
ら
れ
る
仏
教
館
で

は
、「
祈
り
の
文
字 

祈
り
の
か
た
ち
」（
会
期

同
右
）
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ジ
ョ
ル

ジ
ュ
・
ル
オ
ー
の
キ
リ
ス
ト
像
な
ど
、
西
洋
絵

オディロン・ルドン《花瓶の花》1910年頃　現実の花が、夢幻の世界と合流するように混ざり合う様を描いたパステル画。生命力豊かな花の香りが漂ってくるよう。

近代館ラウンジでは、季節の
花々が咲く庭を見ながらくつ
ろぐことができる。

知人の邸宅を訪れた感覚で、
作品と対話するかのように
自分のペースで鑑賞できる
「近代館」。
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画
と
仏
教
美
術
を
合
わ
せ
て
展
示
。「
東
洋
と

西
洋
の
美
の
出
あ
い
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
の

美
術
館
ら
し
い
、
豊
か
な
空
間
が
広
が
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
今
回
、
特
別
展
示
室
の
奥
に
展
示

さ
れ
る
の
が
、
江
戸
時
代
の
禅
僧
・
白
隠
に
よ

る
《
達
磨
図
》
だ
。
70
代
半
ば
を
越
え
て
な
お
、

新
た
な
手
法
に
挑
み
続
け
た
白
隠
。
そ
の
大
胆

な
筆
致
に
は
気
迫
が
満
ち
て
い
る
。

　

美
術
館
の
外
に
出
る
と
、
里
山
の
緑
が
眩
し

く
、
春
の
香
り
が
鼻
を
く
す
ぐ
る
。
自
然
と
芸

術
を
一
緒
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
こ

の
美
術
館
の
醍
醐
味
。
伊
豆
の
花
め
ぐ
り
と
合

わ
せ
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

カミーユ・ピサロ《エラニーの牧場》
1885年　
明るい色彩で表されたリンゴの花の甘い
香り、牧草地帯を吹き抜けるさわやかな新
緑の風が感じられる油彩画。

白隠慧鶴《達磨図》江戸時代　
仏の教えを伝えるために絵を描いた禅僧による達磨図。
余白には禅の言葉「見性成仏」が書き添えられている。

アンリ･マティス 《読書する女性》1922年
南フランスの柔らかな光が感じられる室内画。花瓶のアネモネやミモザの
やさしい香りが室内に広がるかのように、マティスならではの色彩で魅せる。

十一面観世音菩薩像（平安時代・10世
紀・重要美術品）
あらゆる方角を見渡し、困っている衆生を助
けるという十一面観世音菩薩。曲線が美しい
立ち姿には気品があふれている。

千本の腕を持つとされる変化観音、千手観音菩薩（右）。
仏像ギャラリーには約130体の近現代の仏像が並ぶ。写
真撮影可。七福神と、八方位の守護仏を兼ねる干支の守
り仏（上）。

2017年に完成した仏教館の展示室。

上原美術館
☎0558-28-1228／静岡県下田市宇土金341
9時30分～16時30分（入館は16時まで）　展覧会期間中は無休／入
館料大人1,000円／伊豆急下田駅より南伊豆東海バス堂ヶ島行きで
「相玉」バス停下車、徒歩約15分／河津駅からタクシーで20分
https://uehara-museum.or.jp/

2つの企画展を開催
上原コレクション名品選
会期：1/22（土）～4/17（日）
 ・花かおる絵画
 ・祈りの文字　祈りのかたち

TOPIC
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春の訪れが待ち遠しい時節、

ひと足早く、春の兆しを見つけに

伊豆・箱根へ

In format ion
⃝ リフト料金（往復） 大人600円、小学生300円
山麓から山頂までリフトで約5分
※山麓まではJR伊東駅からバス約20分

小室山山頂の遊歩道「小室山
リッジウォーク“MISORA”」
からは、富士山や伊豆諸島まで
360度一望できる。全席オー
シャンビューのカフェもあ
り、椿やつつじの名所として
も有名。東海バスフリーきっ
ぷでお得に。

小室山の遊歩道“MISORA”から絶景を

蘂0557-45-1444 
静岡県伊東市川奈小室山1428 賚9時30分～16時 
贊無休（点検・荒天時は運休） 猾あり
https://www.tokaibus.jp/business/lift.html

小室山リッジウォーク“MISORA”
伊東

4本の源泉から毎分600ℓも湧き出る豊富な
温泉を、大浴場や客室、足湯、通年利用可
能な源泉プールで楽しめる。3月からの平
日は、伊豆に伝わる「雛のつるし飾り」作り
が体験可能。子どもの成長を願うつるし飾
りは、「鶴」「猿」「うさぎ」などさまざまな人
形が連なる。長寿や魔除けなど、人形に込
められた意味合いを教わりながら、ご当地
の貴重な体験を。

温泉を堪能して「雛のつるし飾り」製作も

蘂0570-073-011（界予約センター） 
静岡県伊東市岡広町2-21 
https://hoshinoresorts.com/ja/hotels/kaiito/

界 伊東
伊東 Menu

⃝ 宿泊料金（2名1室利用時の1名料金 1泊2食付き）
 31,000円～
⃝ 「つるし飾り」作り体験 1名11,000円
　  3月～の平日（宿泊の翌日）、9時30分～11

時30分、1日1組1～8名
　 ※7日前までにHPから予約

伊豆半島東岸の一碧湖近くに佇む一軒家レ
ストラン。内閣総理大臣賞受賞「遠州夢咲
牛」をはじめ、自社農園の無農薬野菜や、
伊東港直送の新鮮魚介など、食材にこだわ
り抜いた料理を堪能できる。希少ブランド
「伊豆牛」、富士山麓育ち「あしたか牛」もぜ
ひ味わいたい。ロールスロイスなどの無料
送迎あり（伊東市内のみ、前日までに要予
約）。記念日や特別な人と非日常を。

こだわり抜いた食材と非日常の空間へ

蘂0557-35-9105
静岡県伊東市十足614-143 
賚10時～15時/17時～21時 贊火曜 
https://irifuneinc.com

ステーキハウス金井 大室高原店
伊東 Menu

⃝ ランチ限定 伊豆鹿のパスタセット
 2,380円
⃝ ランチ限定 伊豆野菜とあしたか牛
　 ステーキセット（要Web予約） 7,150円
⃝ 厳選コース 19,980円
⃝ 金井スペシャルコース 29,500円
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Menu
⃝  「伊豆の恵み」コース 18,700円～
⃝  「プレミアムQoomo」 28,600円～
※2名1室利用、大人1名料金。入湯税別

空や海が見渡せる眺めの良い
客室、伊豆七島を見渡す絶景
が楽しめる屋上天空風呂「薫
風」などが自慢。ほかにも、
香りに癒される「みかん風呂」
や泉質にこだわった貸切風呂
なども楽しめる。日帰り温泉
は要問い合わせ。

絶景天空露天風呂と12の湯で癒やしを

蘂0120-120-707（予約専用） 
静岡県賀茂郡東伊豆町熱川温泉 
https://www.atagawa-prince.co.jp

熱川プリンスホテル
伊豆

In format ion
入館料
⃝  大人 1,800円
⃝  大学生・高校生 1,300円

15～20世紀のベネチアン・
グラスの作品を展示する美術
館。庭園にはベネチアン・グ
ラスで作られた優美なベネチ
アン・ローズ1,000輪と、ク
リスタルガラスの幻想的なク
リスタル・ローズ200輪が華
やかに光り輝く。

美しく輝くベネチアン・グラスの世界

蘂0460-86-3111
神奈川県足柄下郡箱根町仙石原940-48  
開館時間/10時～17時30分（最終入館17時） 
http://www.hakone-garasunomori.jp

箱根ガラスの森美術館
箱根

伊豆·箱根マップ

熱海梅園梅まつり

雛のつるし飾りまつり

サフィール踊り子あたみ桜糸川桜まつり

河津桜まつり

みなみの桜と菜の花まつり
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古林畳店   
蘂0120-10-7834 
川崎市麻生区王禅寺西3-7-15 
賚7時～17時　https://furu-tatami.jp/

新たな年が始まり、畳の張り
替えには絶好の機会。表替え
後の畳はさわやかに香り、特
に同店の畳は重厚感も。国産
い草のみを使用し、すべて職
人の手作業で丁寧に作られる
からこそ。初めての方も気軽
に畳の相談を。

王禅寺
五差路

南百合丘小南

尻手
黒川
道路宮
前
平

心新たに、新しい畳で快適なスタートを

● 一般家庭用畳表（熊本産）
 8,580円
● 高級畳表 10,450円

今
号
の
キ
ー
ワ
ー
ド

 

冷  

え

現
代
人
の
「
冷
え
」

原
因
は
さ
ま
ざ
ま

　「
冷
え
」
の
主
な
原
因
は
、
血
行
不
良
や

自
律
神
経
の
乱
れ
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
結

果
と
し
て
、
体
の
温
度
調
節
機
能
が
正
常

に
働
か
な
い
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
季

節
を
問
わ
ず
手
足
や
腹
、
肩
な
ど
に
冷
え

を
感
じ
、
肩
こ
り
や
腰
痛
な
ど
の
不
調
や
、

ひ
ど
く
な
る
と
不
眠
や
慢
性
的
な
疲
労
感

が
続
く
な
ど
、
日
常
生
活
に
も
影
響
を
与

え
か
ね
な
い
。
加
え
て
50
代
以
上
に
な
る

と
、
筋
肉
量
や
内
臓
機
能
の
低
下
、
ホ
ル

モ
ン
の
減
少
な
ど
、
冷
え
を
増
長
さ
せ
る

要
因
も
増
え
て
く
る
。

　
さ
ら
に
、
現
代
人
は
昔
に
く
ら
べ
て
平

熱
が
低
く
な
り
、
体
温
が
35
度
台
の
「
低

体
温
」
の
状
態
の
人
が
増
え
て
い
る
と
い

う
。
人
間
の
体
温
は
だ
い
た
い
36
～
37
度

に
調
整
さ
れ
て
い
る
が
、
前
述
の
「
冷
え
」

と
は
異
な
り
、
自
覚
が
な
い
場
合
も
多
い
。

体
全
体
が
冷
え
れ
ば
、
そ
の
な
か
の
血
管

を
通
る
血
液
も
冷
え
た
状
態
で
体
内
を
巡

る
こ
と
に
な
り
、
ま
す
ま
す
冷
え
を
増
長

さ
せ
て
し
ま
う
た
め
、
対
策
が
必
要
だ
。

体
を
温
め
る
生
活
習
慣
で

「
冷
え
」を
改
善

「
冷
え
」
改
善
の
要
は
、
3
つ
あ
る
。

❶ 

体
内
で
熱
を
生
み
出
す

　
筋
肉
は
、
運
動
に
よ
り
熱
を
生
み
出
し

蓄
え
る
器
官
な
の
で
、
筋
肉
量
が
減
る
と

体
温
が
下
が
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、

体
を
温
め
る
た
め
に
は
筋
肉
量
U
P
が
必

須
だ
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
軽
い
筋
ト
レ
を

習
慣
づ
け
、
筋
肉
量
を
増
や
そ
う
。

❷ 

熱
を
体
内
に
行
き
渡
ら
せ
る

　
体
の
熱
は
血
液
に
よ
り
全
身
に
運
ば
れ

る
。
そ
の
た
め
、
血
流
を
良
く
す
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
。
血
行
不
良
は
自
律
神
経

の
乱
れ
で
も
起
こ
る
た
め
、
十
分
な
睡
眠

時
間
の
確
保
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
生

活
を
心
が
け
よ
う
。

❸ 

し
っ
か
り
保
温
す
る

　
体
を
温
め
る
生
活
を
こ
こ
ろ
が
け
る
こ

と
も
大
切
だ
。
旬
の
も
の
や
体
を
温
め
る

食
材
を
選
ぶ
、
冷
た
い
も
の
を
取
り
過
ぎ

な
い
、
入
浴
の
際
は
湯
船
に
浸
か
る
な
ど
、

「
冷
や
さ
な
い
」
努
力
も
大
切
だ
。

　
生
活
習
慣
を
整
え
、
体
を
温
め
る
こ
と

を
意
識
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
で
、「
冷
え
」

を
改
善
し
よ
う
。

食 材

温 泉

体を温める
食材を取り入れよう

　ショウガや唐辛子などは体を温め
る食材として有名だが、栄養素では
ビタミン類に体を温める働きが。ビタ
ミンE、ビタミンB1は、末端の細い血
管まで広げ、血行を良くする働きもあ
る。そのほか、旬の野菜や発酵食品
なども体を温める食材といわれている。

 

お
話
を
伺
っ
た
の
は
…

天
山
湯
治
郷

　
手
足
を
伸
ば
し
て
、お
湯
に
じ
っ
く
り
浸

か
る
こ
と
で
、湯
冷
め
し
づ
ら
く
芯
か
ら
温

ま
る
温
泉
。
泉
質
を
選
ば
ず
「
冷
え
性
」の

改
善
が
期
待
で
き
る
の
も
う
れ
し
い
。
温
泉

の
効
果
を
実
感
す
る
に
は
2
～
3
週
間
の

湯
治
が
お
す
す
め
だ
が
、短
時
間
で
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
効
果
や
保
温
効
果
が
期
待
で
き
る
。

❶ 

温
冷
交
互
浴

温
か
い
湯
と
冷
た
い
湯
に
交
互
に
入
浴
す
る

方
法
。
血
管
が
広
が
っ
た
り
縮
ん
だ
り
を
繰

り
返
す
こ
と
で
血
液
の
循
環
が
促
進
さ
れ
、

冷
え
が
緩
和
さ
れ
る
。

❷ 

半
身
浴
や
足
湯

み
ぞ
お
ち
あ
た
り
ま
で
湯
に
浸
か
り
、38
～

40
度
の
ぬ
る
め
の
お
湯
に
30
分
前
後
じ
っ
く

り
入
浴
を
。
じ
わ
り
と
汗
ば
む
程
度
が
目
安
。

足
湯
で
体
の
末
端
を
温
め
て
か
ら
は
じ
め
る

の
も
お
す
す
め
。

温
泉
施
設
や
家
庭
で
も
実
践
で
き
る
一
般

的
な
お
す
す
め
入
浴
法
を
伺
っ
た
。

《 

お
す
す
め
入
浴
法 

》

天山湯治郷
神奈川県足柄下郡箱根町湯本茶屋208
TEL ： 0460-86-4126

7つの自家源泉を堪能できる。浴槽ごと
に泉質・温度が異なり、目的に合った湯治
が日帰りで楽しめる。自然に抱かれ一人
静かな時間を過ごしたい。

第 4 回

一番の財産は だ健 康

なにはともあれ
「健康」

自分の健康に自信はあるだろうか。
美味しいものを味わうにも、旅を楽しむにも、

まずは元気な体がないと始まらない。
健康に関する気になる情報を

キーワードとともにピックアップ。　
日々の生活に取り入れ、健康な体を手に入れよう。

「
冷
え
」
改
善
の
カ
ギ
は

生
活
習
慣
を
整
え
る
こ
と
に
あ
り

手
足
が
冷
え
て
辛
い
、
そ
ん
な
症
状
に
悩
む
方
は
多
い
だ
ろ
う
。

寒
い
季
節
は
も
ち
ろ
ん
、
一
年
中
「
冷
え
」
が
辛
い
と
い
う
声

も
聞
く
。「
冷
え
は
万
病
の
も
と
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
不
定
愁
訴
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
今
号
で
は
、
そ
の

主
な
原
因
と
対
処
法
を
探
る
。

ビタミンを多く含む食材

豚肉

そば

大豆

うなぎ

玄米

ナッツ類
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ハウスオブローゼ たまプラーザ東急店   蘂045-903-5799 （直通）
横浜市青葉区美しが丘1-7 東急百貨店たまプラーザ店4F 賚10時～18時30分 贊2/16㈬

バスタイムは「コリキュアーズ」でリフレッシュ

ハウスオブローゼの「コリキュアーズ」シリ
ーズは、ハーブの恵みを取り入れ、ボデ
ィコンディションをケア。バスソルトは、
3種のジンジャー由来の保湿成分を配合
し、ミネラルも豊富。リーフィージンジャ
ーの香りが、森の中で深呼吸しているか
のように気持ちを穏やかにしてくれる。適
量（33g/分包の場合は1包）を浴槽の湯（180
～200ℓ）に入れ、よく溶かしてから入浴を。

● コリキュアーズ バスソルト
　（浴用化粧料） 330g 1,575円
 分包タイプ33g　 189円

ミスモリッシュ | 2022 早春号



【サンシティ町田施設概要】■居室数／318室（42.30㎡～111.80㎡）、介護居室128室
159床（23.63㎡～50.80㎡）1～2人室 ■事業主体・運営管理／㈱ハーフ・センチュリー・
モア ■類型／介護付有料老人ホーム（一般型特定施設入居者生活介護） ■居住の権利形
態／利用権方式 ■利用料の支払い方式／全額前払金方式 ■入居時の要件／入居時自
立、満70歳以上の方（二人入居の場合二人とも満70歳以上） ■介護保険／東京都指定介
護保険特定施設東京都指定介護予防特定施設 ■居室区分／定員1～2人（親族のみ対象） 
■介護にかかわる職員体制／1.5：1以上 ※2022年1月現在 ■広告有効期限 2022年3
月末日

【サンシティ横浜施設概要】■居室数／480室（44.55㎡～82.25㎡）、介護居室176室
176床（19.51㎡～27.9㎡）1～2人室　■事業主体・運営管理／㈱ハーフ・センチュリー・
モア　■類型／介護付有料老人ホーム（一般型特定施設入居者生活介護）■居住の権利形
態／利用権方式　■利用料の支払い方式／選択方式　■入居時の要件／入居時自立、満
70歳以上の方（二人入居の場合二人とも満70歳以上）■介護保険／横浜市指定介護保険
特定施設、横浜市指定介護予防特定施設　■居室区分／全室個室（夫婦等居室含む）■
介護にかかわる職員体制／1.5：1以上 ※2022年1月現在　■広告有効期限 2022年3
月末日

【サンシティ神奈川施設概要】■居室数／355室（38.46㎡～95.89㎡） 介護居室（一時介
護室含む）60室75床（18.48㎡～58.27㎡）1～2人室 ■開設／平成8年6月 ■事業主体・
運営管理／㈱ハーフ・センチュリー・モア ■類型／介護付有料老人ホーム（一般型特定施設
入居者生活介護） ■居住の権利形態／利用権方式 ■利用料の支払い方式／選択方式 ■
入居時の要件／入居時自立、満70歳以上の方（二人入居の場合は二人とも満70歳以上） 
■介護保険／神奈川県指定介護保険特定施設、神奈川県指定介護予防特定施設 ■居室
区分／全室個室（夫婦等居室含む・介護居室及び一時介護室は相部屋あり） ■介護にかか
わる職員体制／1.5：1 以上 ※2022年1月現在 ■広告有効期限 2022年3月末日

介護付有料老人ホーム

小田急小田原線秦野駅からシャトルバス約5分 小田急小田原線鶴川駅からシャトルバス約15分 各線横浜駅からシャトルバス約25分
入居時自立 満70歳以上

介護付有料老人ホーム
入居時自立 満70歳以上

介護付有料老人ホーム
入居時自立 満70歳以上

0120-66-2523 0120-66-2526

〒257-0013
神奈川県秦野市南が丘4-4

〒195-0064
東京都町田市小野路町1611-2

〒240-0044
神奈川県横浜市保土ケ谷区仏向町1625-1

0120-341-043
受付時間／9：00～17：00　土・日・祝日もお電話を受け付けております。 受付時間／9：00～17：00　土・日・祝日もお電話を受け付けております。詳細はこちら 詳細はこちら

資料請求はフリーダイヤルまたは上記施設サイトより

受付時間／9：00～17：00　土・日・祝日もお電話を受け付けております。 詳細はこちら
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今
年
こ
そ
は
、
と
思
い
な
が
ら
、

つ
い
に
叶
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

夢
が
あ
る
。
京
都
に
瀬
戸
内
寂
聴
先

生
を
訪
ね
る
こ
と
だ
。

　

寂
聴
先
生
と
初
め
て
お
会
い
し
た

の
は
、
女
流
文
学
者
会
の
席
で
の
こ

と
。
女
性
の
作
家
だ
け
で
集
ま
る
、

と
い
う
機
会
が
無
く
な
っ
て
か
ら
す

で
に
久
し
い
。
当
時
の
私
は
30
代
半

ば
の
は
ず
で
、
す
る
と
30
年
も
前
の

話
に
な
る
。
初
め
て
お
会
い
す
る
先

生
は
、
突
然
私
に
話
を
振
っ
た
。

　
「
ア
ン
ナ
さ
ん
は
ね
ぇ
、
Ｋ
さ
ん
と

お
付
き
合
い
を
し
て
い
る
の
よ
」

　

Ｋ
さ
ん
は『
背
負
い
水
』の
モ
デ
ル

と
な
っ
た
編
集
者
で
、
寂
聴
先
生
の

担
当
者
だ
っ
た
。
Ｋ
さ
ん
と
の
付
き

合
い
を
親
に
反
対
さ
れ
て
い
る
最
中

だ
っ
た
の
で
、
先
生
の
言
葉
に
私
は

一
瞬
凍
り
つ
い
た
。
周
囲
の
反
応
は

覚
え
て
い
な
い
。

　

会
が
引
け
て
、
座
敷
か
ら
玄
関
に

向
か
う
と
こ
ろ
で
、
先
生
は
私
の
袖

を
引
い
た
。

　
「
Ｋ
さ
ん
は
ゲ
イ
な
の
よ
。
だ
っ
て

優
し
い
で
し
ょ
」

　

は
ぁ
、
と
頷
く
し
か
な
か
っ
た
。

Ｋ
さ
ん
に
は
そ
う
い
う
雰
囲
気
が
無

く
は
な
か
っ
た
。
親
の
反
対
も
主
に

そ
の
点
に
あ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
た
。

相
変
わ
ら
ず
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
Ｋ
さ

ん
で
、
親
は
と
っ
く
に
反
対
す
る
の

に
飽
き
て
い
た
。
正
月
に
は
４
人
で

掘
り
炬
燵
で
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
た

も
の
だ
。
よ
う
や
く
の
穏
や
か
な
生

活
は
、
彼
に
食
道
が
ん
が
発
見
さ
れ

て
瓦
解
す
る
。
入
院
、
手
術
、
抗
が
ん

剤
。
二
人
三
脚
の
闘
病
生
活
だ
っ
た
。

　

入
院
中
の
と
あ
る
午
後
の
こ
と
、

病
室
に
寂
聴
先
生
が
現
れ
た
。
挨
拶

の
言
葉
も
省
略
し
て
、
先
生
は
突
然

Ｋ
さ
ん
の
足
の
土
踏
ま
ず
の
辺
り
を

揉
み
だ
し
た
。
ご
く
自
然
な
動
作
に

見
え
た
。

　
「
手
当
て
と
言
う
で
し
ょ
う
。
手
を

当
て
る
と
い
い
ん
で
す
よ
」

　

あ
り
が
た
い
、
と
先
生
を
拝
む
気

持
ち
に
な
っ
た
。

　

Ｋ
さ
ん
は
余
命
半
年
の
は
ず
が
、

１
年
と
２
ヶ
月
頑
張
っ
て
く
れ
た
。

彼
に
逝
か
れ
た
喪
失
感
を
乗
り
越
え

て
、
日
常
が
戻
っ
て
み
る
と
、
ふ
と

思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
先
生
の「
手
当

て
」す
る
姿
だ
っ
た
。
お
礼
の
気
持
ち

を
伝
え
る
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
、

月
日
は
流
れ
た
。

　

毎
年
、
11
月
に
は
パ
リ
で
会
議
に

参
加
す
る
。
帰
り
の
空
港
で
土
産
を

物
色
し
て
い
る
時
、
化
粧
品
売
り
場

で
ひ
ら
め
い
た
。
先
生
に
、
ク
リ
ー

ム
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
僧
籍
の
先
生

に
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
や
口
紅
は
不
要
だ

ろ
う
が
、
基
礎
化
粧
品
な
ら
使
っ
て

い
た
だ
け
る
可
能
性
は
あ
る
。

　

マ
ダ
ム
御
用
達
の
Ｇ
社
の
も
の
を

選
ん
だ
。
悪
筆
の
手
紙
を
添
え
て
送
っ

た
。
程
な
く
達
筆
の
返
事
が
来
た
。

こ
ち
ら
が
嬉
し
く
な
る
ほ
ど
、
喜
ん

で
く
だ
さ
っ
た
。
以
来
、
パ
リ
の
帰

り
に
は
同
じ
ク
リ
ー
ム
を
送
り
続
け

た
。 足

を
揉
む
寂
聴
先
生

 
ア
ン
ナ
こ
ん
な
記 

　
「
法
話
会
で
ね
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
お

肌
が
つ
る
つ
る
な
ん
で
す
か
、
と
聞

か
れ
た
か
ら
、
ア
ン
ナ
さ
ん
の
ク
リ
ー

ム
を
塗
っ
て
い
る
っ
て
答
え
た
の
」

　

電
話
も
や
り
と
り
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。

　
「
先
生
に
会
い
に
、
京
都
に
行
き
ま

す
」

　

何
度
も
約
束
を
し
な
が
ら
、
果
た

せ
ぬ
ま
ま
と
な
っ
た
。
あ
の
世
の
先

生
に
伝
え
た
い
。
私
も
苦
し
む
人
の

足
を
揉
め
る
人
間
に
な
り
た
い
、
と
。
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荻
野
ア
ン
ナ

おぎの あんな

1956年、神奈川県生まれ。小説家、慶應
義塾大学文学部教授。『背負い水』で芥
川賞（91年）、『ホラ吹きアンリの冒険』で
読売文学賞（2002年）、『蟹と彼と私』で
伊藤整文学賞（08年）を受賞。『ラブレー
で元気になる』、『殴る女』、『カシス川』ほ
か著書多数。最新刊は、『老婦人マリアン
ヌ鈴木の部屋』（朝日新聞出版）。

最
近
、「
男
系
の
万
世
一
系
・
一
二
六

代
の
天
皇
家
」と
い
う
男
尊
女
卑
が
透

け
て
見
え
る
言
葉
を
よ
く
目
に
す
る
。

し
か
し
、
古
代
史
研
究
を
先
導
し
て

き
た
義
江
明
子
先
生
な
ど
が
指
摘
し

た
通
り
、
神
武
以
降
の
歴
代
の
数
と

名
前
は
、
実
は
大
正
一
五
年
に
政
府
が

対
外
関
係
な
ど
も
考
慮
し
て
決
め
た

も
の
だ
。
こ
の
時
、
実
在
が
疑
わ
し
い

綏す
い

靖ぜ
い

以
下
八
人
の
天
皇
が
入
れ
ら
れ

た
り
、
神じ

ん

功ぐ
う

皇
后
な
ど
が
外
さ
れ
た

り
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
の
一
二
六

代
な
の
で
あ
る
。

私
が
注
目
す
る
の
は
、
こ
の
天
皇
の

う
ち
の
約
半
分
が
、
地
方
豪
族
の
貢

進
し
た
采う

ね

女め

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
側
室
の

子
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
も
、
過
去

四
〇
〇
年
に
限
れ
ば
、
特
殊
な
事
情

で
即
位
し
た
江
戸
時
代
の
明め

い

正し
ょ
う

天
皇

（
女
帝
）と
、
側
室
制
度
が
廃
止
さ
れ

た
後
の
昭
和
天
皇
・
上
皇
・
現
天
皇

を
除
け
ば
正
室
の
子
は
一
人
も
い
な

い
。
さ
ら
に
不
思
議
な
の
は
、
応
神
王

統
の
二
大
姻
族
の
う
ち
葛
城
氏
の
皇

子
は
天
皇
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
ワ
ニ

まつもと つかさ

1950年、高知県生まれ。風
景写真家、歴史地理学者。
元町田市立博物館副館長。
著書に、写真詩集『天上を
翔る川 大雪山・石狩川幻の
源流』、『風水ウォーキング・
古代遺跡謎解きの旅』など。

天
皇
制
存
続
の
秘
密

9

氏
か
ら
は
誰
一
人
と
し
て
即
位
し
た

者
が
い
な
い
こ
と
。
本
連
載
で
は
、
こ

の
史
実
の
背
後
に
天
皇
制
・
日
本
国
・

「
日
本
民
族
」成
立
の
謎
が
隠
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
着
想
の
下
、

「
王
権
を
奪
っ
た
騎
馬
民
族
か
」と
も

囁
か
れ
る
継け

い

体た
い

天
皇
を
父
に
も
つ
安

閑
天
皇
と
、
ワ
ニ
氏
に
属
す
る
春
日
山

田
皇
后
・
春
日
若
宮
ら
に
注
目
し
た
。

ま
ず
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
が
ワ
ニ

氏
の
出
自
の
問
題
だ
。

文
献
史
学
で
は
、
ワ
ニ
氏
を
渡
来

系
と
倭
人
系
に
分
け
、
両
者
が
同
族

的
結
合
を
し
た
か
に
考
え
た
が
る
。
こ

の
研
究
に
新
た
な
地
平
を
拓
い
た
の

が
宝
賀
寿
男
先
生
だ
。
民
俗
学
・
神
話

学
・
系
図
学
な
ど
を
総
合
し
て
研
究
を

進
め
、
ワ
ニ
氏
の
ワ
ニ
は
日
本
列
島
の

サ
メ
・
フ
カ
で
は
な
く
、
爬
虫
類
の
鰐

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
そ
し
て

鰐
を
ト
ー
テ
ム（
祖
先
神
）と
す
る
中

国
江
南
地
方
の
海
神
族（
非
漢
民
族
）

が
、
弥
生
時
代
に
半
島
南
部
を
経
由

し
て
北
九
州
に
渡
り
、
邪や

馬ま

台と

国
連

合
を
構
成
す
る
奴
国
を
建
て
た
と
考

え
た
。
こ
の
研
究
で
、
私
た
ち
は
改
め

て
、「
邪
馬
台
国
連
合
か
ら
ヤ
マ
ト
王

権
へ
」と
い
う
流
れ
で
日
本
の
古
代
を

と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

先
生
の
説
を
裏
付
け
る
記
事
が『
古

事
記
』に
あ
る
。
山
幸
彦（
彦ひ

こ

火ほ

火ほ

出で

見み
の

尊み
こ
と

）が
、
海
神
の
宮
で
娶
っ
た
豊と

よ

玉た
ま

姫ひ
め
の

命み
こ
と

の
出
産
を
覗
き
見
し
た
と
こ
ろ
、

大
鰐
が
腹は

ら

這ば

い
に
な
っ
て
、
の
た
う
ち

ま
わ
っ
て
い
た
と
い
う
く
だ
り
で
あ

る
。
山
幸
彦
の
衝
撃
は
い
か
ば
か
り
で

あ
っ
た
か
。
彼
我
の
精
神
文
化
の
違
い

に
打
ち
の
め
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

佐
々
木
宏
幹
先
生
に
直
接
御
教
示

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
卑
弥

呼
が
人
々
を
惑
わ
せ
た
と
い
う「
鬼
道
」

と
い
う
言
葉
は
、
現
在
で
も
江
南
地
方

で
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
意
味
す
る
と

い
う
。
こ
の
女
性
シ
ャ
ー
マ
ン
が
優
位

な
江
南
地
方
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
、

邪
馬
台
国
時
代
に
流
入
し
て
社
会
の

統
合
原
理
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

『
魏
志
倭
人
伝
』に「
男
王
で
は
国
が

治
ま
ら
ず（「
倭
国
大
乱
」）、
女
性
が

王
に
な
っ
た
ら
治
ま
っ
た
」と
あ
る
の

は
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
を
反
映
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、

天
皇
家
は
男
系
よ
り
も
女
系
の
血
筋

の
方
が
遥
か
に
遡
れ
る
こ
と
に
な
る
。

多
く
の
国
民
か
ら
支
持
さ
れ
て
い

る
、
近
年
の
被
災
地
訪
問
時
の「
国
民

の
悲
し
み
に
寄
り
添
う
天
皇
・
皇
后
」

の
姿
は
、
身
近
な
人
々
を
救
っ
た
古
代

の
女
性
シ
ャ
ー
マ
ン
に
重
な
る
も
の
が

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
民
族
的
普
遍
的

無
意
識
」（
ユ
ン
グ
）に
脈
動
す
る
、
天

皇
制
存
続
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
教
え
る
。

こ
の
と
こ
ろ
低
調
な
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ

ム
研
究
の
再
興
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

松
本 

司

豊玉姫と山幸彦が結ばれた海宮の古跡と伝わる、長崎県
対馬市の「和多都美神社（わたづみじんじゃ）」。
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P U R E  L I F E

認
知
症
の
人
は
、
記
憶
が
ご
っ
そ
り

抜
け
落
ち
、
自
分
が
話
し
た
り
、
聞
い

た
り
、
行
動
し
た
こ
と
を
す
ぐ
に
忘
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
場
合

で
あ
っ
て
も
感
情
は
し
っ
か
り
残
り
ま

す
。
目
に
入
っ
た
光
が
、
後
に
残
像
と

な
る
よ
う
に
、
そ
の
人
が
そ
の
と
き
に

抱
い
た
感
情
は
相
当
長
く
続
き
ま
す
。

出
来
事
の
事
実
関
係
は
把
握
で
き
な
く

て
も
、
そ
れ
が
感
情
の
波
と
し
て
残
る

の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
私
は「
感
情
残

像
の
法
則
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
認
知
症
の
人
に
対
し
て
、

良
か
れ
と
思
っ
て
家
族
が
い
ろ
い
ろ
教

え
た
り
、
注
意
し
た
り
、
叱
っ
た
り
し

ま
す
。
注
意
さ
れ
た
内
容
は
す
ぐ
に
忘

れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
叱
ら
れ
て
嫌
な

気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
怖
い
人
だ
と
思

う
感
情
は
残
像
の
よ
う
に
ず
っ
と
続

き
、
相
手
を
、
嫌
な
人
、
怖
い
人
と
と

ら
え
て
し
ま
い
ま
す
。

た
だ
し
、
残
像
す
る
の
は
悪
い
感

情
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
良
い
感

情
も
残
り
ま
す
。
良
い
感
情
が
残
れ

ば
、
自
分
に
優
し
く
し
て
く
れ
る
い

い
人
と
い
う
印
象
を
持
ち
、
本
人
は

穏
や
か
に
な
り
い
い
接
触
が
持
て
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
良
い
感
情
が
残

る
よ
う
な
接
し
方
を
心
掛
け
る
の
が

よ
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
幾
つ
か
の
コ
ツ
が
あ

り
ま
す
。
１
つ
目
は
、「
ほ
め
る
、
感

謝
す
る
」で
す
。
認
知
症
の
人
が
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
し
て
も「
上
手
ね
」「
あ

り
が
と
う
、
助
か
っ
た
わ
」な
ど
の
声

を
掛
け
続
け
る
こ
と
で
、
本
人
の
表
情

や
言
動
が
落
ち
着
い
て
き
ま
す
。

2
つ
目
は
同
情
の
意
を
表
す
こ
と
で
、

「
そ
う
な
の
で
す
ね
、
大
変
で
す
ね
」と

い
っ
た
あ
い
づ
ち
を
打
つ
こ
と
で
す
。

3
つ
目
の
コ
ツ
は
共
感
で
す
。
具
体

的
に
は
、
話
の
後
ろ
に「
良
か
っ
た
ね
」

と
付
け
加
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
例

え
ば
、「
ご
飯
、
お
い
し
か
っ
た
？
良

か
っ
た
ね
」「
雨
が
上
が
っ
て
晴
れ
ま
し

た
ね
、良
か
っ
た
ね
」と
、何
に
で
も「
良

か
っ
た
ね
」と
付
け
加
え
ま
す
。つ
な
が

っ
て
い
な
く
て
も「
良
か
っ
た
ね
」と
繰

り
返
し
話
し
掛
け
る
こ
と
で
、
本
人
は

共
感
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
穏
や
か
な

表
情
に
な
っ
て
き
ま
す
。

第
4
の
コ
ツ
は
、
事
実
で
な
く
て
も

認
め
て
謝
る
こ
と
で
す
。
認
知
症
の
人

の
場
合
、
忘
れ
た
こ
と
は
本
人
に
と
っ

て
事
実
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
本

人
が
思
っ
た
こ
と
は
本
人
に
と
っ
て
の

絶
対
的
な
事
実
で
す
。
食
べ
た
こ
と
を

忘
れ
て
し
ま
え
ば
、「
食
べ
て
い
な
い
」

が
本
人
に
と
っ
て
の
事
実
で
あ
り
、「
食

事
し
た
い
」と
主
張
す
る
の
は
当
然
で

す
。
そ
れ
を「
食
事
は
、
も
う
し
た
で
し

ょ
う
」と
伝
え
て
も
、
嫌
な
感
情
残
像
と

な
り
、
こ
だ
わ
り
が
ま
す
ま
す
強
く
な

り
混
乱
が
続
く
ば
か
り
で
す
。
そ
れ
よ

り
も「
ご
め
ん
な
さ
い
、
今
、
支
度
し
ま

す
か
ら
も
う
少
し
待
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
い
っ
た
具
合
に
、
本
人
の
思
い
込
み

を
受
け
入
れ
て
、
謝
り
な
が
ら
対
応
す

る
方
が
、
本
人
の
納
得
が
得
や
す
く
、

良
い
残
像
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
ご
ま
か
し
で
は
な
く
、
認

知
症
の
人
の
こ
だ
わ
り
を
そ
の
時
々
で

う
ま
く
か
わ
し
て
、
嫌
な
感
情
を
残
さ

な
い
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。
ぜ
ひ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

良
い
感
情
が
残
像
す
る
よ
う
な
声
掛
け
を

認
知
症
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添
う

第１法則 ： 記憶障害に関する法則

第２法則 ： 症状の出現強度に関する法則

第３法則 ： 自己有利の法則

第４法則 ： まだら症状の法則

第５法則 ： 感情残像の法則

第６法則 ： こだわりの法則

第７法則 ： 作用・反作用の法則

第８法則 ：認知症症状の了解可能性に関する法則

第９法則 ：衰弱の進行に関する法則

認知症の人が形成している世界を理解し、
大切にする。その世界と現実とのギャップを
感じさせないようにする

認知症をよく理解するための９大法則・１原則

介護に
関する
原則

1947年愛知県生まれ。1973年東京大学医学部卒業。東京大学医
学部附属病院で内科研修後、患者・家族とともにつくる地域医療
に取り組もうと考え、1975年川崎幸病院に勤務。以来、内科の診
療と在宅医療に取り組む。1987年川崎幸病院副院長に就任。98年
に川崎幸病院の外来部門として川崎幸クリニックが設立、同院院長
に就任。81年から公益社団法人認知症の人と家族の会の活動に参
加。全国本部の副代表理事、神奈川県支部代表。公益社団法人日
本認知症グループホーム協会顧問、公益財団法人さわやか福祉財
団評議員ほか。認知症に関する著書も多数。

神奈川県・川崎幸クリニック院長
公益社団法人認知症の人と家族の会
副代表理事
杉山 孝博 先生

第
　
回
10

川崎市・横浜市

稲城市・町田市

感染が不安、症状がある場合や診療可能な医療機関を探したい場合
■ 新型コロナウイルス感染症専用ダイヤル（24時間対応・毎日）
　川崎市 tel 044-200-0730　　横浜市 tel 045-550-5530

発熱などの症状がある（かかりつけ医がいない、または休診）場合
■ 東京都発熱相談センター　tel 03-5320-4592（24時間対応・毎日）
※かかりつけ医がいる場合は、まずはかかりつけ医に電話相談を
※対応可能な医療機関を探す場合　https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/iryo/
kansen/corona_portal/soudan/hatsunetsugairai.html
※感染症予防策などが知りたい場合　コールセンター：0570-550-571

新型コロナウイルスに関する相談窓口

開けばよみがえる、ドラマと感動

記念日に「本」を贈りませんか。
開けばよみがえる、ドラマと感動

記念日に「本」を贈りませんか。

専任スタッフが、ご予算・発行日に合わせて丁寧に
進めてまいります。
歴史と思い出を形に。ぜひ一度、ご相談ください。

ミスモリッシュ | 2022 早春号13
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応募方法

【 宛先 】
● ハガキ
〒215-0021 川崎市麻生区上麻生1-5-1 りそな新百合ヶ丘ビル5F　
ミスモ編集部「ミスモリッシュ 早春号プレゼント」係
● FAＸ   044-959-3751  ● Eメール  riche@mismonet.com

【 締切 】　2022年2月18日（金）（消印有効）
当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
※ミスモリッシュの読者プレゼントにご応募いただいた個人情報はプレゼントの発送および個人を特定しない統計的資料作成に利用す
るほか、賞品を協賛企業等から直送する場合、必要な情報を協賛企業等に開示することになりますのでご了承ください。
※プレゼントの応募は希望商品1点につき1通とさせていただきます。お一人で2点以上応募の場合は、それぞれ別々に応募してください。

ハガキ・FAX・Eメールのいずれかを利用して・アンケートの回答・希望賞品・住所・氏名・
年齢・職業（学年）・電話番号・Eメールアドレスを明記して、下記までご応募ください。

【 アンケート 】
❶  今号で面白かった記事や関心を持った広告を4つあげてください。
❷  今後取り上げてほしいテーマがありましたら教えてください。
 ❸  本号に対するご意見、ご感想を教えてください。

クラシックとピアソラ・タンゴの対話

4/17㈰～5/15㈰に開催する川崎・しんゆり芸術祭
「アルテリッカしんゆり」。注目のコンサート「トリオ・
リベルタ」は4/30㈯14時開演。昭和音楽大学テアト
ロ・ジーリオ・ショウワにて。

蘂044-952-5024 　https://artericca-shinyuri.com/ticket/
アルテリッカしんゆり2022実行委員会事務局 

4/30㈯トリオ・リベルタ 
コンサートペアチケット

（A席4,000円）

B

4名
様

2組

“眺めてうっとり、かじって甘い”新品種

2018年秋に佐賀県でデビューした新品種。15,000
株もの中から選び抜かれた佐賀県の自信作だ。深
みのある紅色と凛と美しい形が愛らしく、やさし
い甘さが味わえる。

蘂0952-26-2139　http://jasaga.or.jp/ichigo/   
JAさが 園芸部 園芸販売課

佐賀県産いちご
「いちごさん」（2パック）

C

5名
様

伊豆熱川のスモールプレミアリゾート

伊豆熱川高原の丘の上に位置するリゾートホテル。
全26室オーシャンビュー＆温泉露天風呂付き。温
泉を楽しみながら、太平洋と伊豆諸島の雄大な景色
を望める。夕食は海の幸を使用した洋食を。

蘂0557-22-5151　https://www.izu-hotel.com/
伊豆ホテルリゾート＆スパ

平日限定宿泊券
（1泊2食付き）

A

2名
様

1組

日本地域情報コンテンツ大賞 2021
『ミスモリッシュ』が新創刊部門 優秀賞を受賞
　全国各地のタウン誌やフリーペーパーを、誌面クオリティーや読者の支持率など
多面的に審査し、評価の高い媒体を選定して表彰する「日本地域情報コンテンツ大賞 
2021」。応募総数506媒体から、「ミスモリッシュ」が新創刊部門で優秀賞を初受賞い
たしました。

　2019年の復刊から、改めての受賞となり、これもひとえに読者の皆様、広告主の
皆様、そして地域の皆様のご厚情の賜物と、心より感謝申し上げます。今後ともご
愛読よろしくお願いいたします。

 株式会社インクルーブ　ミスモ編集部スタッフ一同

【後　　援】   内閣府／経済産業省／農林水産省／観光庁／
（公社）日本観光振興協会

【特別協賛】    シヤチハタ株式会社／日本電気株式会社／
SSMRビジネス推進コンソーシアム

【主　　催】   一般社団法人日本地域情報振興協会
【公式HP】http://award.nicoanet.jp/

日本地域情報コンテンツ大賞 2021

◎ 新創刊部門とは、創刊2年以内の媒体のうち、編
集コンセプト・コンテンツクオリティ・ユニーク
さなどに優れている媒体を表彰する部門です。
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本誌掲載の情報は2022年1月11日現在のものです。本誌に掲載の価格は税込価格です。新型コロナウイルス感染拡大などの影響により、本紙掲載の広告、
イベント情報および記事の内容に変更が生じる可能性があります。詳しくはそれぞれの店舗等のホームページや電話などで、ご確認ください。
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